
●横浜はいま

で
き
る
と
は
一
概
に
は
い
え
な
い
も
の
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
市
民
の
可
処
分
所
得
（
手
取
り
収
入
）

は
物
価
上
昇
分
を
除
く
と
、
五
五
、
五
六
年
と
連

続
し
て
実
質
減
と
な
っ
た
。
支
出
の
内
訳
を
み
て

も
、
光
熱
費
や
教
育
費
な
ど
の
負
担
増
が
目
立
ち
、

家
計
の
や
り
く
り
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。

　
前
出
の
調
査
で
は
、
最
近
の
市
民
の
消
費
生
活

上
の
問
題
点
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
図
－
２
）
。

こ
の
な
か
で
、
約
九
割
の
市
民
が
「
家
計
が
圧
迫

さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
の
再
利
用
に
も
問
題
意
識
が

強
い
。
近
年
、
ト
ラ
ブ
ル
の
多
い
訪
問
販
売
、
食

品
等
の
不
当
な
商
品
表
示
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
範

囲
に
わ
た
っ
て
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
生
活
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
、
市

民
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
約
三

〇
〇
〇
人
の
市
民
が
「
消
費
生
活
推
進
員
」
と
し

て
、
不
用
品
交
換
会
、
物
価
講
演
会
な
ど
に
取
り
組

み
、
地
域
の
消
費
者
活
動
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

る
。
ま
た
、
五
五
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
「
国
際

く
ら
し
の
会
議
」
で
は
、
在
浜
外
国
婦
人
を
招
き
、
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消
費
生
活

■
不
安
の
消
え
な
い

消
費
生
活

■
″
新
た
な
く
ら
し
″
求
め
て

　
昭
和
五
三
年
以
降
の
消
費
者
物
価
は
、
全
国
的

に
み
る
と
、
第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受

け
た
五
五
年
を
除
く
と
鎮
静
化
の
傾
向
に
あ
り
、

横
浜
も
同
様
に
比
較
的
落
ち
着
い
た
推
移
を
示
し

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
安
定
し
た
物
価
動
向
を
反
映
し
て

で
あ
ろ
う
か
、
五
六
年
に
市
が
行
っ
た
「
消
費
生

活
問
題
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
る
市
民
の
暮
ら

し
向
き
の
満
足
度
を
み
る
と
、
四
七
％
の
市
民
が

「
満
足
」
「
ま
あ
ま
あ
満
足
」
と
答
え
、
「
不
満
」
「
や

や
不
満
」
を
上
回
る
結
果
が
て
て
い
る
（
図
ｌ
１
）
。

し
か
し
、
市
民
の
消
費
生
活
実
態
を
み
る
と
楽
観

①
－
心
豊
か
な
市
民
生
活



●第３章／市民生活と市政

各
国
の
も
つ
”
く
ら
し
の
知
恵
”
を
出
し
合
い
、

国
際
的
視
野
に
立
っ
て
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。

　
他
方
、
消
費
者
相
談
、
苦
情
処
理
な
ど
を
行
う

「
消
費
者
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
よ
り
市
民
に
身
近
な

消
費
者
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
五
四
年
か
ら
、

民
間
主
体
の
「
横
浜
市
消
費
者
協
会
」
が
運
営
に

あ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
に
対
応
し

た
消
費
生
活
と
消
費
者
行
政
を
め
ざ
し
、
消
費
者

保
護
対
策
、
消
費
者
啓
発
な
ど
を
テ
ー
マ
に
「
消

費
生
活
問
題
研
究
会
」
が
五
五
年
か
ら
二
か
年
に

わ
た
り
設
置
さ
れ
、
五
六
年
か
ら
は
情
報
化
社
会

の
な
か
て
市
民
に
適
切
な
情
報
を
提
供
す
る
「
消

費
生
活
情
報
シ
ス
テ
ム
」
づ
く
り
の
た
め
の
研
究

を
始
め
て
い
る
。

■
整
備
さ
れ
る
”
市
民
の
台
所
”

　
市
民
が
安
心
し
て
消
費
生
活
を
送
る
う
え
で
、

生
活
必
需
品
や
食
料
品
の
安
定
的
確
保
は
欠
く
こ

と
が
で
き
な
い
。
市
内
で
毎
日
消
費
さ
れ
る
生
鮮

食
料
品
を
全
国
各
地
か
ら
集
め
、
「
セ
リ
売
り
」
な

ど
の
取
引
に
よ
っ
て
適
正
な
価
格
を
つ
け
、
迅
速

に
市
民
に
供
給
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
が

中
央
卸
売
市
場
で
あ
る
。
現
在
、
神
奈
川
区
に
本

場
、
金
沢
区
に
南
部
市
場
、
そ
し
て
鶴
見
区
の
食

肉
市
場
と
三
か
所
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　
五
六
年
の
市
場
の
生
鮮
食
料
品
年
間
取
扱
量

は
、
青
果
物
四
一
万
三
〇
〇
〇
ｔ
、
水
産
物
二
七

万
三
〇
〇
〇
ｔ
、
食
肉
一
万
三
〇
〇
〇
ｔ
な
ど
総

量
で
七
〇
万
二
〇
〇
〇
ｔ
、
金
額
に
し
て
三
〇
二

〇
億
円
に
の
ぼ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出
荷
地
と
そ
の

主
要
品
目
を
み
る
と
、
青
果
物
の
う
ち
野
菜
は
、

千
葉
（
大
根
・
き
ゅ
う
り
）
が
多
く
、
次
い
で
茨

城
（
白
菜
）
、
神
奈
川
（
キ
ャ
ベ
ツ
・
大
根
・
ト
マ

ト
）
、
北
海
道
（
玉
ね
ぎ
・
ば
れ
い
し
ょ
）
の
順
で
、

こ
の
な
か
で
市
内
か
ら
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
葉
物
を
中

心
に
七
・
一
％
の
入
荷
が
あ
る
。
果
物
で
は
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
ー
バ
ナ
ナ
、
愛
媛
・
熊
本
－
ミ
カ
ン
、

青
森
Ｉ
リ
ン
ゴ
が
多
く
、
こ
れ
ら
で
全
体
の
六
割

図一３　生鮮食料品の入荷及び出荷地

を
占
め
る
。
水
産
物
は
、
最
近
目
立
っ
て
ふ
え
た

イ
カ
、
カ
ニ
な
ど
の
冷
凍
品
て
は
、
大
手
水
産
会

社
の
多
い
東
京
が
七
割
を
占
め
、
鮮
魚
は
千
葉
、

宮
城
、
神
奈
川
、
静
岡
と
近
県
が
中
心
で
あ
る
（
図

ｌ
３
）
。

　
取
扱
品
目
の
種
類
、
量
の
増
大
、
冷
凍
技
術
の

発
達
に
よ
る
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
化
な
ど
流
通
形

態
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
中
央
卸
売
市
場
は

施
設
や
機
能
の
充
実
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
開

場
以
来
五
〇
年
を
経
た
本
場
で
は
、
全
面
的
改
築

が
計
画
さ
れ
、
そ
の
一
部
と
し
て
五
五
年
度
か
ら

水
産
物
部
は
本
格
的
な
再
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

引
き
続
き
五
八
年
度
か
ら
青
果
部
の
整
備
に
と
り

か
か
る
。
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